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１．研究計画の概要 

目的：疾病や不慮の事故、外科手術等のため
に変化した外貌に関して、近年わが国では形
成外科治療に加え、メディカルメイクやかつ
ら、人工装填物（エピテーゼ）など、医療以
外の技術も進められ、もとの姿に少しでも近
づけるような技術は進歩してきている。しか
し社会の人々からの好奇、嫌悪、同情の視線
はいまだに変わらず存在し、外貌の変化によ
る自己イメージの崩壊は、引きこもりや社会
関係の遮断、断絶に繋がっていることも多く、
精神的なサポート、就労支援、また社会の側
のさらなる理解を得る活動も必要とされて
いる。そこで本研究は、疾病や外傷のために
外貌を損傷し、Body Image の変容をきたし
た者が life（生命・生活・人生）を再構築し
ていく上で当事者たちが求めるニーズを把
握し、諸外国の先進事例からも学び、わが国
の社会文化的背景も考慮に入れた、彼らが必
要としている生活支援システムについての
発信を目的とする。具体的には、熱傷体験者
や、癌治療の副作用で身体の一部、頭髪、体
毛を失った者などに焦点を当て、彼らが社会
生活を再開する上で必要とするサポート、社
会の人々の彼らに対する理解を目的とした
啓蒙・教育はどう行われているのか、またそ
れは誰によって、いつ提供されるのが望まし
いのか、当事者・医療者だけでなく社会シス
テム全体を視野に入れたマクロな視点から
捉えることをめざす。 

内容：通常、外貌を損傷した者についての研
究は、医学的観点から言及されることが多く、
いかに治療で美しくなるか、元の姿に近づけ
るかが中心に置かれていた。しかし、本調査
研究では、社会構造や医療システム、社会保

障制度、医療制度といったマクロな視点で外
貌損傷者のおかれた状況を把握すると共に、
外貌損傷者の「生活」、当事者や家族の語り
に広く、深く向かい、採集していくことを目
指す。たとえば患者・家族と医師・医療機関
との日常的な関係のありようにまで降り立
ったうえで、詳細な語りと出会うことを目標
としている。そのうえでどこにどのようなニ
ーズがあるのかを、文献資料と当事者へのイ
ンタビューをもとに解読し、諸外国の事例も
参考にして、今後わが国の外貌損傷者が少し
でも生活しやすい社会を作るには、どのよう
な生活支援システムが必要で、それに向けた
社会の側の対応、患者―医師関係、家族関係
があり得るのかなどを構想していく。 

２．研究の進捗状況 

外傷や疾患治療後の傷あとという、生得的で
ない外貌の損傷は、当事者にとってはその後
の人生に大きな影響を与える。医療現場にお
いては疾患や外傷自体の治療が第一の目的
とされ、当事者が治療後社会へ復帰していく
うえで必要となるフォローまではまだ手が
及んでいないのが現状である。本研究では、
外貌を損傷した者のなかでも特に「やけど体
験者」に焦点をあて、日本で唯一の熱傷体験
者の団体である「熱傷フェニックスの会」に
ついて文献資料と聞き取り調査から、会が結
成され現在に至るまでの団体の変遷と現在
抱えている課題について整理した。「熱傷フ
ェニックスの会」は 2001 年に設立され、そ
れ以来熱傷協会からの支援を受けてきたが
2007 年度に熱傷協会の解散が決まり、資金
面での支援だけでなく物品、事務所スペース
の提供も受けていた会にとっては専門職か
らの自律も含め、会そのものの建て直しを迫
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られている。一方、熱傷による外貌損傷は、
当然のことながら日本だけの問題ではなく、
同じアジアにある韓国でも熱傷患者に対す
る支援状況について現状を把握することに
努めた。世界でもっとも熱傷患者を年間多数
受け入れている漢江誠心病院の社会福祉士
にヒヤリングを行い、韓国及び誠心病院の熱
傷患者に対する社会的サポートについての
これまでの取り組みについて調査した。また
（熱傷・家族・社会復帰・生活）などをキー
ワードとする韓国で発表された学位論文お
よび韓国内出版物から、熱傷に関係した社会
系学術誌から資料収集を行った。重傷熱傷体
験者に対するグループカウンセリングを施
した研究、重傷熱傷体験者の心理社会的問題
に対する社会福祉士の介入に関する研究、重
傷熱傷体験者の QOL に対する医療社会福祉
士のニーズに関する研究などがあり、わが国
の医療社会福祉領域では、重傷熱傷体験者に
対するここまでの実証研究が行われていな
いため、今後のわが国の研究、実践において
も大変有益な資料を得ることができた。 

 

３．現在までの達成度 

③やや遅れている。 

（理由）本研究では外傷や疾病による外貌損
傷者を対象としている。外傷の対象である重
傷熱傷については日本、韓国においてかなり
の資料は収集できつつあるが、韓国の熱傷対
策が予想以上に進んでいたためにそのフォ
ローに追われ、疾病による外貌損傷者につい
ての対応が遅れてしまっている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
2010 年度からは、本研究を継続・発展させ、
対象を精神障害者、外貌損傷者とし、スティ
グマを伴う障害をもって生活する人々の困
難を社会生活の実態に基づいて検討する研
究課題「スティグマを伴う障害をもって生活
する人々の生活支援システムに関する社会
学的研究」を基盤研究（Ｃ）として実施する。
外貌損傷者、精神障害者はともに、社会から
のスティグマが社会生活再開の障壁になっ
ているところで共通している。精神障害者へ
の偏見、スティグマ解消も容易とはいえない
現状であるが、精神障害者のスティグマ克服
に向けたさまざまな取り組みは、外貌損傷者
に向けられたスティグマ解消に応用できる
部分は多いと考える。今年度は障害者（身体
障害・知的障害・精神障害）や HIV/AIDS や
ハンセン病などの疾患、さらに人種や民族な
どに関わる分野の「スティグマ」、そして「ソ
ーシャルサポート」「地域生活支援」「セルフ
ヘルプ」に関する文献の検討、および調査に
向けた準備を行う。 
 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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